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　移住・定住を促進するため、三世代同居等により
家族が支え合いながら子育て等ができるように、居
住環境の整備に要する費用の一部を補助します。

　災害情報等を３Ｄ化し、可視化・公開することで、市
民の都市計画情報の活用、関心を高めるとともに、災
害シミュレーションの作成等、行政課題に対する新た
な解決手法として活用します。

（国土交通省提供資料）

　山陽自動車道龍野インターチェンジ周辺地区にお
いて、令和６年度の区画整理組合設立や事業認可に
向け、測量、基本設計及び計画策定を図ります。

Q	補助金の対象はどのようなものなのか。
A	現在予定しているのは、未就学児を含む直系

で三世代以上の同居や、台所、お風呂、トイレ
のいずれかを増設し、そのうち２つ以上が複数
となる改修工事で１００万円以上のものが対
象である。
　また、県で要件緩和の動きがあるため、要件
が緩和された場合は詳細を反映した形で実施
したいと考えている。

三世代同居定住促進住宅改修支援事業 
 ８，１９０千円

龍野ＩＣ周辺まちづくり区画整理事業
 １１８，０００千円

３Ｄ都市モデル整備活用事業 

 ６３，０９８千円
新規

新規

　デジタル技術を活用して、市民の利便性向上と業務
の簡素化・効率化を図り、「書かない窓口サービス」
を提供する総合窓口を設置します。

業務デジタル化推進事業
 １０，６０２千円

拡充

　ＪＲ姫新線本竜野駅周辺の市有地を活用し、中心
市街地の活性化に向けた、民間施設や公共施設との
複合化、建設や維持管理も含めた民間の参入動向や
参入条件を調査します。

新規 中心市街地まちづくり検討事業
１，５６６千円

　南の玄関口にふさわしい駅周辺整備を行い、交通
結節機能の強化を図るとともに、良好な住環境を
確保し、安全で活気とにぎわいのまちづくりを目指
し、駅施設の橋上化工事、交流施設・自由通路工事、
駅前南線工事を実施します。

竜野駅周辺整備事業
 ４５４，９１９千円

拡充

拡充

Q	どのように活用できるシステムなのか。
A	平面図面に高さ情報を持たせ、立体的に見え

るようになるもので、浸水シミュレーションや
今後整備する橋や建物の将来像を可視化して
役立てていくものである。

活力と魅力ある力強いまちづくり

新時代にふさわしいまちづくり
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